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東京証券取引所 TOKYO PRO Market 上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

 

当社は、本日 2026 年８月 19 日に東京証券取引所 TOKYO PRO Market 市場に上場いたしました。今

後一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、2026 年８月期（2025 年９月１日から 2026 年８月 31 日）における当社グループの業績予想

は、次のとおりであり、また、最近の決算情報等については別添のとおりであります。 

 

（単位：百万円、％） 

 
2026 年８月期（予想） 

2026 年８月期 

中間会計期間（実績） 

2025 年８月期 

（実績） 

 構成比 
対前期 

増減率 
 構成比  構成比 

売上高 4,407 100.0 144.8 3,188 100.0 1,800 100.0 

営業利益 546 12.4 81.6 407 12.8 301 16.7 

経常利益 257 5.8 132.0 304 9.6 110 6.2 

親会社株主に帰属する

当期（中間）純利益 
236 5.4 20.8 268 8.4 195 10.9 

１株当たり当期（中

間）純利益 
133 円 39 銭 151 円 32 銭 110 円 37 銭 

１株当たり配当金 未定 － 300 円 00 銭 

（注）当社は 2026 年３月 26日付で普通株式１株につき 50株の株式分割を行っておりますが、2025 年８月期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。なお、2025 年８月期の１株当た

り配当金については当該株式分割前の金額を記載しており、株式分割後では 6.0 円となります。 



 

【2026 年８月期業績予想の前提条件】 

１．当社グループ全体の見通し 

当中間連結会計期間の我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続

いたものの、物価上昇の継続による実質購買力の伸び悩みなどから個人消費には一部に弱さも見

られました。また、為替相場の変動や海外経済の不確実性、金融政策の動向等により、先行きは

依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループが属する不動産業界は、都市部の優良物件を中心に取引は堅調に推移いたしまし

た。特に商業不動産においては、訪日外国人の増加を背景とした消費回復により、都市部や観光

地を中心にテナント需要の持ち直しが見られ、賃料水準にも回復の動きが見られました。一方で、

建築コストの高止まりや人手不足の影響に加え、金利動向の変化に伴う資金調達環境の変動や期

待利回りの上昇圧力など、不動産価格への影響が懸念される状況が続いており、引き続き市場動

向を注視する必要があります。 

このような環境下、当社グループは 2025 年 10月末に新たに名三ビル（商業ビル）を取得いた

しました。また、2026年２月に保有不動産であるフジグラン北島の土地を売却いたしました。加

えまして、2025 年８月期より開始したフィットネスジム店舗運営をはじめ、継続して保有不動産

の有効活用に取り組んでおります。その結果、利益面におきましては黒字での着地となりました。 

 

２．業績予想の前提条件 

（１）売上高 

 当社の売上高は、主たる事業である不動産事業及びその附帯業務により構成されております。

売上高は、売却予定の不動産の売却額及び月額の賃料収入などから見込売上高を算定し、計画を

策定しております。 

これらの結果、売上高は 4,407百万円（前期比 144.8%増）を見込んでおります。 

（２）売上原価、売上総利益 

 売上原価は、不動産売却原価、修繕費、減価償却費等の不動産賃貸原価、附帯業務における人

件費などにより構成されております。人件費は各附帯業務の人員計画に基づき策定しております。 

これらの結果、売上原価は 3,387 百万円（前期比 234.2%増）、売上総利益は 1,020百万円（前

期比 29.7%増）を見込んでおります。 

（３）販売費及び一般管理費、営業利益 

 当社の販管費及び一般管理費のうち人件費は、人員計画に基づき策定しております。また、そ

の他の販売費及び一般管理費は、過去の実績に基づき見積もっております。 

これらの結果、販管費及び一般管理費は 473百万円（前期比 2.5%減）、営業利益は 546百万円

（前期比 81.6%増）を見込んでおります。 

（４）営業外損益、経常利益 

 当社の営業外損益は、過去の実績に基づき、発生が見込まれる営業外損益を算出しております。 

これらの結果、経常利益は 257百万円（前期比 132.0%増）を見込んでおります。 

（５）特別損益、親会社株主に帰属する当期純利益 

当事業年度において、特別利益 36百万円を見込んでおります。 

その結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、法人税等を考慮して 236百万円（前期比 20.8%

増）を見込んでおります。 



 

 

【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は、経済状況の変化、市場環境の

変化及び他社との競合等の様々な要因によって異なる場合があります。 



   

 2026年８月期 中間決算短信〔日本基準〕(連結) 
 2026年８月19日 

 
上 場 会 社 名 山八商事株式会社 上場取引所 東 
 
コ ー ド 番 号 614A URL https://ys-group.co.jp/ 
 
代  表  者 (役職名)代表取締役 (氏名)鈴木 俊介  

問合せ先責任者 (役職名)管理本部本部長 (氏名)杉浦 和仁 (TEL) 052(211)5831 
 
中間発行者情報提出予定日  －   

決算補足説明資料作成の有無 ： 無 

決算説明会開催の有無    ： 無 
(百万円未満切捨て) 

１． 2026年８月期中間期の連結業績（2025年９月１日～2026年２月28日） 
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2026年８月期中間期 3,188 － 407 － 304 － 268 － 
2025年８月期中間期 － － － － － － － － 

 
(注) 中間包括利益 2026年８月期中間期 266 百万円( － ％)  2025年８月期中間期 － 百万円( － ％) 
 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
中間純利益 

 円 銭 円 銭 

2026年８月期中間期 151.32 － 
2025年８月期中間期 － － 

(注)１．2026年８月期中間期より中間連結財務諸表を作成しているため、2025年８月期中間期の数値及び対前年中間期増
減率並びに2026 年８月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。 

２．2026年３月16日開催の取締役会決議により、2026年３月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行ってお
りますが、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しておりま
す。 

３．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、期中
平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2026年８月期中間期 22,504 5,055 22.5 
2025年８月期 23,564 4,799 20.4 

 
(参考) 自己資本 2026年８月期中間期 5,055 百万円  2025年８月期 4,799 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 

2025年８月期 0.00 300.00 300.00 
2026年８月期 0.00     

2026年８月期(予想)   － － 

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

２．2026年３月16日開催の取締役会決議により、2026年３月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行ってお

りますが、１株当たり配当額は当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しており、株式分割後では6.0円とな

ります。 

３．2026年８月期の期末配当予想は未定です。 

 



３．2026年８月期の連結業績予想（2025 年９月１日～2026年８月 31日） 
 (％表示は、対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,407 144.8 546  81.6 257 132.0 236 20.8 133.39 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

 

※ 注記事項 

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無 

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示（中間期） ： 無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年８月期中間期 2,240,000株 2025年８月期 2,240,000株 

② 期末自己株式数 2026年８月期中間期 467,500株 2025年８月期 467,500株 

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年８月期中間期 1,772,500株 2025年８月期中間期 1,772,500株 

（注）2026年３月16日開催の取締役会決議により、2026年３月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っており

ますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して記載しております。 

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.２ 「１ 経営成績等の概況(４)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものです。 

 

（１）当中間期の経営成績の概況 

当中間連結会計期間の我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いたものの、物価上

昇の継続による実質購買力の伸び悩みなどから個人消費には一部に弱さも見られました。また、為替相場の変動や海

外経済の不確実性、金融政策の動向等により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループが属する不動産業界は、都市部の優良物件を中心に取引は堅調に推移いたしました。特に商業不動産

においては、訪日外国人の増加を背景とした消費回復により、都市部や観光地を中心にテナント需要の持ち直しが見

られ、賃料水準にも回復の動きが見られました。一方で、建築コストの高止まりや人手不足の影響に加え、金利動向

の変化に伴う資金調達環境の変動や期待利回りの上昇圧力など、不動産価格への影響が懸念される状況が続いており、

引き続き市場動向を注視する必要があります。 

 

このような環境下、当社グループは2025年10月末に新たに商業ビル（名三ビル）を取得いたしました。また、2026

年２月に保有不動産であるフジグラン北島の土地を売却いたしました。加えまして、2025年８月期より開始したフィ

ットネスジム店舗運営をはじめ、継続して保有不動産の有効活用に取り組んでおります。今後も不動産事業の規模拡

大及び、付随事業の収益力強化を目指します。 

以上の取り組みの結果、当中間連結会計期間の売上高は3,188,448千円、営業利益は407,915千円、経常利益は

304,801千円、親会社株主に帰属する当期純利益は268,217千円となりました。 

 

（２）当中間期の財政状態の概況 

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,059,625千円減少し、22,504,708千円とな

りました。主な要因はフジグラン北島の売却により、土地1,518,815千円が減少したことによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末比で1,315,419千円減少して17,448,915千円となりました。長期借入金が1,046,279

千円減少したことが主な要因となります。 

純資産合計は、前連結会計年度末比で255,793千円増加し、5,055,793千円となりました。利益剰余金の増加が主な

要因となります。以上の結果、自己資本比率は22.5％となりました。 

 

（３）当中間期のキャッシュ・フローの概況 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）の残高は2,230,997千円となり、前連結会計

年度末比688,975千円増加しました。 

営業活動により得られた資金は2,712,219千円となりました。フジグラン北島の信託受益権売却に伴う、該当物件

の有形固定資産から販売用不動産への振替が主な内容です。 

投資活動に使用した資金は761,144千円となりました。名古屋市中村区オフィスビル土地建物の取得による支出が

主な内容です。 

また、財務活動に使用した資金は1,262,100千円となりました。長期借入金の返済による支出が主な内容です。 

なお、前連結会計年度については中間連結財務諸表を作成していないため、前中間連結会計期間との対比は行って

おりません。 

 

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当連結会計年度において売却を予定していた収益不動産について、市況動向および買主側の調整状況を踏まえ、

売却時期および条件の見直しが必要と判断いたしました。これに伴い、当該物件の売却を一旦見送り、代替として、

同規模の別物件の売却を候補として検討しております。本変更による通期業績への影響は軽微であり、現時点では

業績予想に変更はありません。 

 今後、売却条件が確定した段階で、必要に応じて開示を行います。 
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２．中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 

  (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

（2025年８月31日） 
当中間連結会計期間 
(2026年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,549,254 2,240,044 

貸倒引当金 △64 △36 

受取手形及び売掛金（純額） △64 △36 

商品 485 215 

原材料及び貯蔵品 1,510 1,323 

その他 308,425 76,199 

流動資産合計 1,859,611 2,317,746 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 11,391,639 11,652,279 

減価償却累計額 △3,898,421 △4,141,897 

建物及び構築物(純額) 7,493,217 7,510,382 

機械装置及び運搬具 297,101 289,701 

減価償却累計額 △195,074 △193,623 

機械装置及び運搬具(純額) 102,026 96,078 

土地 13,631,754 12,112,939 

リース資産 110,524 110,524 

減価償却累計額 △96,959 △99,236 

リース資産(純額) 13,565 11,288 

その他 120,126 123,445 

減価償却累計額 △56,686 △65,147 

その他(純額) 63,439 58,297 

建設仮勘定 21,610 58,420 

有形固定資産合計 21,325,614 19,847,406 

無形固定資産   

無形固定資産合計 7,581 6,884 

投資その他の資産   

投資有価証券 29,156 26,876 

保険積立金 46,078 48,793 

繰延税金資産 － － 

その他 296,020 256,728 

投資その他の資産合計 371,254 332,398 

固定資産合計 21,704,450 20,186,689 

繰延資産合計 272 272 

資産合計 23,564,334 22,504,708 
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  (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

（2025年８月31日） 
当中間連結会計期間 
(2026年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 520,000 380,000 

前受収益 145,822 138,970 

１年内返済予定の長期借入金 1,169,109 1,113,513 

リース債務 2,928 － 

未払法人税等 37,304 66,674 

賞与引当金 15,665 16,791 

商品損引 － － 

その他 161,289 168,808 

流動負債合計 2,052,120 1,884,758 

固定負債   

長期借入金 14,573,114 13,526,835 

退職給付に係る負債 13,548 14,189 

資産除去債務 49,039 55,522 

長期預り金 18,512 18,512 

長期未払金 98,546 98,546 

繰延税金負債 903,463 902,531 

受入保証金 1,055,818 947,872 

その他 170 146 

固定負債合計 16,712,214 15,564,156 

負債合計 18,764,335 17,448,915 

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000 

資本剰余金 42,882 42,882 

利益剰余金 4,735,512 4,993,095 

自己株式 △81,321 △81,321 

資本剰余金追加取得差額 66,320 62,279 

株主資本合計 4,797,073 5,054,656 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,926 1,137 

その他の包括利益累計額合計 2,926 1,137 

純資産合計 4,799,999 5,055,793 

負債純資産合計 23,564,334 22,504,708 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

中間連結損益計算書 

 (単位：千円) 

 
当中間連結会計期間 

(自 2025年９月１日 
至 2026年２月28日) 

売上高 3,188,448 

売上原価 2,555,576 

売上総利益 632,872 

販売費及び一般管理費 224,956 

営業利益 407,915 

営業外収益  

受取利息 1,570 

受取配当金 20 

為替差益 － 

受取保険金 － 

雑収入 14,791 

営業外収益合計 27,616 

営業外費用  

支払利息 124,547 

借入手数料 4,819 

デリバティブ評価損 － 

雑損失 1,363 

営業外費用合計 130,730 

経常利益 304,801 

特別利益  

 特別利益合計 36,041 

特別損失  

その他特別損失 1,327 

特別損失合計 1,327 

税金等調整前当期純利益 339,515 

法人税等 71,297 

四半期純利益 268,217 

非支配株主に帰属する当期純利益 － 

親会社株主に帰属する当期純利益 268,217 
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中間連結包括利益計算書 

 (単位：千円) 

 
当中間連結会計期間 

(自 2025年９月１日 
至 2026年２月28日) 

中間純利益 268,217 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △1,788 

その他の包括利益合計 △1,788 

中間包括利益 266,428 

(内訳)  

親会社株主に係る中間包括利益 266,428 

非支配株主に係る中間包括利益 － 
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 (単位：千円) 

 
当中間連結会計期間 

(自 2025年９月１日 
至 2026年２月28日) 

  営業活動によるキャッシュ・フロー  

    税金等調整前中間純利益 339,515 

    減価償却費 267,649 

  引当金の増減額（△は減少） 1,737 

    受取利息及び受取配当金 △1,590 

    支払利息 124,547 

  借入手数料 4,819 

    有形固定資産除売却損益 1,327 

  投資事業組合運用損益 △4,334 

  為替差損益（△は益） － 

  売上債権の増減額（△は増加） － 

    たな卸資産の増減額(△は増加) 457 

  販売用不動産の増減額 － 

  仕入債務の増減額（△は減少） － 

  未収消費税等の増減額（△は減少） 194,518 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △5,337 

  受入保証金の増減額（△は減少） △107,945 

  有形固定資産から販売用不動産への振替 2,023,138 

    その他 △16,928 

    小計 2,821,573 

    利息及び配当金の受取額 1,576 

    利息の支払額 △126,828 

    法人税等の支払額 △17,154 

  収用補償金の受取額 33,053 

    営業活動によるキャッシュ・フロー 2,712,219 

  投資活動によるキャッシュ・フロー  

    定期預金の預入による支出 △5,820 

  定期預金の払戻による収入 － 

  有形固定資産の取得による支出 △807,901 

    投資有価証券の売却による収入 5,382 

  保険積立金の積立による支出 △2,715 

  投資事業組合からの分配による収入 45,940 

  子会社株式の取得による支出 － 

  受入保証金の回収による収入 － 

  受入保証金の返還による支出 － 

    その他投資等の取得による支出 － 

    その他の収入 － 

  その他 3,970 

    投資活動によるキャッシュ・フロー △761,144 
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 (単位：千円) 

 
当中間連結会計期間 

(自 2025年９月１日 
至 2026年２月28日) 

  財務活動によるキャッシュ・フロー  

    短期借入金の純増減額（△は減少） △140,000 

    長期借入れによる収入 629,000 

    長期借入金の返済による支出 △1,730,875 

  社債の償還による支出 － 

    配当金の支払額 △10,635 

    リース債務の返済による支出 △2,928 

  借入手数料の支払による支出 △6,660 

    財務活動によるキャッシュ・フロー △1,262,100 

  現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

  現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 688,975 

  現金及び現金同等物の期首残高 1,542,022 

  現金及び現金同等物の中間期末残高 2,230,997 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用) 

【税金費用の計算】 

 税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。 
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